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1.  はじめに
　完全市場における市場競争は、「プレイヤーズ・レント」を最小化するのに
対し、不完全市場は、「プレイヤーズ・レント」を増加させる。しかし、この
ような市場観は、市場を創設し管理する経済主体が獲得する「クリエイター
ズ・レント」の存在を閑却してきた。新自由主義改革のもとで、国境を越えた、
あるいは一国内の新規市場の開設が自由化される。（杉﨑、2007）
2.  「制度設定者のレント」をめぐる闘争と世界経済における「多様
な資本主義」
命題1　「世界市場・国際商業・国家」の「三層」をわれわれは「GCES構造」
（“Global Capital, Exchanges, States-Structure”とするが、そこでの「制度
設定者のレント」をめぐる闘争は、世界システムにおける中心・周辺関係を
成立させる。
　「世界市場」とは「資本の世界性」すなわち、国境を越えて世界を自由に移
動し利潤の最大化を追求する資本の行動が保障される場としての市場制度で
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ある。世界市場における「制度設定者のレント」をめぐる闘争は、資本の移
動の自由を保障する通貨制度の設計と、それを支える資本市場の制度設定に
おいてなされるが、その闘争（対立と協商）は、それ自体として独立してい
るのではなく、国際商業に関連する多様な市場機能が中心的金融センターに
集積されることで、互いに結節しており、「世界性」を確保するうえで制度の
共有が優先されるため、対立よりも協調の形態をとる場合が多い。しかし、
排除という形態もある。
命題2　世界システムにおける中心・周辺関係は、不均等な発展を通じて資
本主義の多様な展開を生みだす。
　「国際商業」は、国民経済間の取引を行う多様な市場によって構成される。
これらの市場は、国民経済と国民経済の間を資本環節、貿易環節、労働移動
によって結節し、国際分業関係を形成するが、「制度設定者のレント」をもつ
中心部と、それから排除された周辺部の間に、中心・周辺関係が形成される。
命題3　「世界市場・国際商業・国家」の「三層」（GCES構造）における「制度
設定者のレント」をめぐる闘争が生み出した資本主義は、それぞれの国家に
よって統括される。
　多様な資本主義は、資本移動の「世界性」と国民国家的統合との間にある
矛盾の発現形態により、その多様な形態を生みだす。資本の世界性は、中心・
周辺の位置関係を規定する重要な要因となる。また、資本主義への移行過程
における国民国家形成のあり方が、当該国の資本主義発展の初期条件を決定
する。「三層」における世界市場と国民国家の関係は、世界商業を通じて調整
されることになるが、それ自体は矛盾をはらむことになる、資本主義国家は、
国家内の闘争を統轄して「国民的利益」を体現することになるが、これは労
働力商品化の矛盾を内包しているためにほかならない。他方で、国民国家的
制約から解放された「資本の世界性」は、自由投資の選択可能性を追求して
独自の制度設計を行おうとするからである。両者の対立が、多様な資本主義
を生み出す原因となる。
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命題4　「世界市場・国際商業・国家」の「三層」（GCES構造）における「制度
設定者のレント」をめぐる闘争が生み出した資本主義は、国家内社会構成体
における闘争を緩和する諸装置の歴史的「経路依存性」により、多様な資本
主義を展開させる。
　「労働力商品の無理」を内在させることで、資本主義はその内部に「制度設
定者のレント」をめぐる闘争を内包する。これに対して、国家は一方的に抑
圧するのではなく、国家内の闘争と対立を緩和するシステムを構築する。そ
のひとつとして福祉国家もあるが、それらの装置のありかたそのものにおい
て、多様な資本主義が形成される。自由放任のもとで、市場の原則に委ねる
いわゆる「小さな政府」から、高福祉高負担の原則により、国家的共同性を
強めて相互扶助を行うことで、雇用をめぐる対立を緩和する「大きな政府」
に至るまで、多様な形態が創出される。
命題5　国家により統轄された「多様な資本主義」は、世界市場における「制
度の同質化運動」の進展に伴い、「統治の多様性」から世界市場における「商品
としての国家の多様性」へと転化する。
　グローバル化の過程で制度の同質化がすすむことで、多様な資本主義は、
統一した指標により閲覧可能な売買の対象となった。世界市場の拡大とそこ
に参加するプレイヤーの巨大化、さらには金融技術の革新に伴い、多様な資
本主義は、国家パッケージとして世界市場において商品化されることになっ
た。そこでは、商品としての国家＝国家商品が多様なパッケージとして存在
し、市場のプレイヤーの投資対象として吟味されることになる。
4. 小　括――「多様な資本主義」から「多様な国家商品」へ
　GCES構造のもとで多様な資本主義が形成されるが、世界的資本市場のも
とでは、多様な「商品としての国家＝国家商品」へと転化する。翻弄される
小国が、地域統合を求める理由もそこにある。
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